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【一般講演4】 第13席 『続名家灸選』『名家灸選三編』所収灸法の典拠

京都 鶴田 泰平

『続名家灸選』『名家灸選三編』は、江戸後期の医家・平井庸信（生没年未詳）が著した灸法の専門書

である。

平井庸信は、丹州園部の人で、名を庸信（庸慎）、字を子謹、通称を主膳（守膳）、舟山と号した。庸信

は、初め美濃の河田岐山に脈学を学び、後に『名家灸選』『名家方選』などの著者である浅井惟亨（和気

惟亭・山田元倫・浅井南圃：1760～1826）の門人になり、同時期に丹波頼之にも師事して医を修め、惟亨

の名灸・名処方の選集の業を引き継いで続編を完成させた。庸信の著作には、『名家方選三編』一巻（文

化五年［1808］刊）、『続名家灸選』一巻（文化四年［1807］序刊）、『名家灸選三編』一巻（文化十年［18

13］序刊）などの医薬学書のほかに、『訓蒙勧孝録』（前後編）などがある。

『続名家灸選』『名家灸選三編』の体裁と構成は、初編の『名家灸選』（文化十年［1813］刊）に倣って

いる。それぞれの灸法数については、『続名家灸選』には上部病・中部病・下部病・緩治病・急需病・婦

人科・小児科・瘍瘍病・雑症・附録の10類（39項目）中に総数129法、『名家灸選三編』には上部病・中部

病・下部病・緩治病・急需病・婦人・小児・瘡瘍病・雑集の9類（34項目）中に総数133法が所収されてい

る。

昨年度（2001年度）の日本鍼灸臨床文献学会学術大会で発表した『名家灸選』所収灸法の典拠に関する

調査では、全所収灸法133法〈100％〉中、書籍に関しては『鍼灸五蘊抄』（田中知新著、延享二年［1745］

刊）が12法〈9.0％〉と最も多く、次いで『救急易方』（明代成立）9法〈6.9％〉、『万病回春』（明の龔延

賢著、1587年刊）が6法〈4.7％〉、『世医得効方』（元の危亦林著、1337年成立）が5法〈3.8％〉、『医学綱

目』（明の楼英著、1565年刊）4法〈3.0％〉、『医心方』（丹波康頼著、天元5年［984］編撰）が4法〈3.0％〉

と続いている。また、書籍以外では「試効」（先師伝来や古伝・民間所伝で浅井惟亨自身が効験を認めた

灸法）39法〈29.3％〉と最多で、次いで「古伝」12法〈9.0％〉、「俗伝」6法〈4.7％〉と続く。結果とし

て、全典拠中で最も多いものは「試効」であり、惟亨が『名家灸選』の例言で述べているとおり、つとめ

て効験のある灸法を採用したことが証明されている。また、書籍においては、漢籍の中でも特に明代の医

方書が多く用いられていることから、明代の書物が江戸後期の灸治療に大きな影響を与えていたことが推

測される。さらに、国書である『鍼灸五薀抄』が全典拠書籍中（漢籍も含む）で最多の採用回数であるこ

とから、田中知新（もしくは知新流）と浅井惟亨（もしくは京都浅井家）との間に何らかの繋がりがあっ

たことが疑える。

このたびの検討では、昨年度の『名家灸選』に引き続き、『統名家灸選』『名家灸選三編』の所収灸法の

典拠の傾向を把握することと、これら三書の典拠の傾向から、江戸後期の灸治療に影響を与えた書物を考

察することを目的として、①『続名家灸選』『名家灸選三編』の所収灸法の出典を成書年代、種類、国書

・漢籍などに分類・統計し、②それら出典資料の成立につき調査し、③『名家灸選』『続名家灸選』『名家

灸選三編』の各典拠の傾向を比較した。
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